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 September 9 月以降 予定&休講日 

 
9/2 日(水) 

6日(日) 

12日(土) 

13日(日) 

20 ~ 23 日 

27日(日) 

10/4日(日) 

11日(日) 

 
2学期 START! 

休講日 

土曜特講 県立・私立入試対策講座 start! 

休講日 

休講日 ※ 

2015進学フェア（中 3生）/休講日 

休講日 

休講日 

中３ 土曜特別講座 県立・私立入試対策講座 
中 3生はいよいよ本格的受験シーズンである 2学期を迎え、余すところ県立高校受験まで 6ヶ月・私立高校入試

までは 4ヶ月と少しとなりました。 

夏までは基本・基礎を中心に知識の整理・補填を行ってきましたが、2学期は実際の入試問題を使い、今まで得た

知識をどのように活用していくのかに努めなければなりません。しかし、まだ中 3生は 2学期の学習内容が残って

おり、特に英語・数学では中学で習う内容の中では一番難しいとされる「関係代名詞」や「関数・図形」という単元

が 2学期に当てられ、すぐに通常授業で入試対策とはいきません。 

そこで、この講座では英・数・国の主要三科に絞り、実際の入試問題を出題形式別にあたっていき、知識を整理・

補填し解法を身につけていきます。学校のワークでは計り知れない入試の正体を知り、現在の学習を入試に対応でき

るレベルへと高めていきます。 

 詳しくは、各校舎より申込用紙を配布いたします。日程等をご確認の上、お早めにお申し込みください。 

（※定員になり次第、締め切らせていただきます） 

 

 
◎受講期間 9月 12日（土）～12月 12 日（土）【左記期間内全 10回】   

※学校行事等で、予定が変更となる場合があります。 

◎時間   12：30 ～ 15：30 （90分、２コマ） 

◎教科   英語・数学・国語 （入試出題形式別演習） 

◎受講料   21,600 円 ※教材費・消費税込 （塾外生の方は、32,400 円です。） 

※定員になり次第、締め切らせていただきます。 

 
 
 
 
 
 

9月 2日（水）より、２学期の授業を開講します。 

夏期講習の最終日実施の確認テストの結果に基づいて、クラス分けを行ないます。 

 

中 3生は 9月よりウィンタータイムで授業を 

実施いたします。授業開始時間は、 

【 19:00 ～ 22:00 】 

に変更となり、1 コマあたりの授業時間は 90 分となり、

入試に向けて臨戦態勢となります。特に数学は週 3 時間

となり演習時間を含め十分な時間を確保しています。 

（※ 授業時間は長くなりますが、授業料はそのままです） 
 
 
 
 

※ 一部、校舎・学年によって授業開始日が異なる場合があります。ご注意ください。 

学年（教科） 2学期開講日 授業時間

小5・6 9/3 (木) or 9/4 (金) 17：00 ～ 18：50

中1（国数英） 9/3 (木) 19：30 ～ 21：30

中2（国数英） 9/3 (木) 20：00 ～ 22：00

中1・2（社理） 9/5 (土) 19：00 ～ 21：45

中3 9/2 (水) 19：00 ～ 22：00

[ 2学期開講日 ]

※ 9/23 (水) は中 3生のみ授業を行います。 

【時間 13:00 ～ 16:00】 

 
＊編集後記＊ 何事にも「正解」を言わないと気が済

まない人種が存在していて、時々イラッとさせられる。

この場合の「正解」は「正論」とはちょっと意味が違う。

兎に角、一般論的には「正解」なのだろうが、何の解決

にもならない、そんな言葉を吐いて満足している。その

「正解」が自分を不幸に陥れていることには気が付かな

いようなだが… 

編集 臥居猫 

Summer’s almost gone. 

時間を止めることは不可能でも、努力することは可能である。 

「キッズくらぶ」は各校舎に 

お問い合わせください。 

＜2学期開講日のお知らせ＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

少し古い話で恐縮なのですが、7年前の第 89回全国高校野球選手権大会で無名校ながら全国制覇を果た

し、「がばい旋風」を巻き起こした佐賀県立佐賀北高等学校の野球部員たちの練習方法は、実に意外で監督の

緻密な計算の上に成り立っていたものだったようです。野球部百崎監督の目指したのは、体力作りを中心と

した基礎練習の徹底であり、部員たちはなかなか「野球」の練習をさせてもらえなかったそうである。当然、

甲子園に向けて逸る気持ちを抑えきれない部員たちは「実戦的な」野球の練習を監督に要求し、何度も衝突

したとのこと。しかし、百崎監督は首を縦に振らずに、基礎練習を続けさせたという。結果は… 
 

ここ数年の生徒さんの様子を見ていると、問題を解いてさえいれば「勉強した」という勘違いが実に多い。

確かに問題を解くことは勉強の一部ではあるが、それが全てではないはず。例えば、ミニテストを実施して

も取りあえずテストを受けるのだが、そのための準備は実にいい加減なのである。社会や理科などの知識科

目では、基本的なことを覚えていなくてもミニテストをやりさえすれば勉強していると思い込んでいる。当

然、覚えていないので結果も惨憺たるものである。それでも、また同じことを繰り返す。埒が明かないので

ある。 
 

学習の基本は、理解と知識の習得である。習得すべき内容を理解し、そして必要な知識を身につける。こ

うした基本があってやっと問題を解決できるはずである。正しい理解の上に必要な基礎知識が備わっていれ

ば、判断材料も豊富で、より正解に近づけることができる。何となく問題を解いて、当ればラッキーではな

い。必要なのは確率でなく、確実性なのが勉強だと思う。 
 

今の生徒さんは、ワークをやるとか宿題をやるといった「何をヤルか」の方ばかりに気を取られて、「どう

勉強をヤルか」に意識が向かないことが多い。EXEでは「ノート」づくりを家庭学習の中心に据えて指導し

ているが、それはすべて「理解と知識の習得」に向けたものなのです。 
 

練習試合ばかりで基礎練習ができていないようでは試合に勝てないのではないでしょうか？ 

 
 
 
 

 

 7 月の保護者会で参加いただいた中 3 生の保護者様にはお伝えしたのですが、入

試の教科毎の得点分布を探っていくと、入試でいかに得点を伸ばすかのカギが見え

てきます。平均値の統計には、大抵平均点を頂点として左右対称に分布を形成する

‘正規分布’の様相を呈しますが、入試の得点分布を見るとそうならない教科がいくつ

かあります。 
 

  右の得点分布表をご覧いただくと分かる通り、H26 年度に比べて大きく変化し

ている教科は英語と国語です。英語は H26 では 86 点～91 点にピークがきていたに

もかかわらず、H27 では 41 点～45 点におピークが移り、得点できる層とそうでな

い層とで二極分解していることが分かります。 国語については約 70 点の平均点で

すから、総じて設問は易しかったと判断でき、結局差がついたのは論述問題であっ

たと推察できます。 

 英語に関しては、難易度は例年通りでしたが、H27 では設問に使われている単語

数が長文・リスニングを含め約 100 語増加しました。リスニングに 15～20 分程度

時間が割かれますので、残りの 30～35 分で長文問題・英作文を正確に早く解き進め

ていくことは時間的に難しかったようです。 

 数学はここ数年では一番易しい出題だったため、全体的に点数が伸びているのも

肯けます。 

 社会も全体的に平均点が下がりましたが、地理の統計資料の読み取りに時間がか

かり、他の歴史・公民などの問題を正確に解き進めていくには時間が足りなかった

ようです。また、設問の文章が少しでも難しくなると、知っている内容でも答えら

れない場合が多いのも社会の特徴です。 

 理科の出題はここ数年安定していて平均点も例年通りでした。 
 

ここから入試でどう得点を伸ばしていくかを考えると、 

●早い段階から英語・理科・社会の知識を拡充しておく 

 知識科目は先延ばししない。できれば 1・2 年生の段階で未習得の内容を増やさな

いこと。未習得の内容が増えれば増えるほど、後になって辛くなるためやらなくな

る。デキないのは能力がないからではなく、努力しないから。「放置」は最悪の選択！  

●まずは基本的な理解と知識の習得を！ 

 学校のワークの宿題のように、問題を解きまくることが勉強だと勘違いしている

人がいます。基本的な知識を習得しないまま問題を解きまくっても、理解も知識も

ないわけですから、デキるようになるわけがありません。時間内に正確に解き進め

ていくためのベースとなるのは正確な理解と知識に他なりません。 
 

茨城県進学フェア 2015 のお知らせ 

 
 
 
 
 
 
 
 

本年度も「茨城県進学フェア 2015」が開かれます。この進学フェアでは進学を希望する学校の先生方と直接、

個別で進学相談ができます。毎年 EXEでは受験生である中 3 生を中心に原則参加でお願いしております。 

実際に進学を希望する学校の先生方と話をすると、人ごとのように考えていた受験を現実と受け止め、受験生

としての自覚が芽生える生徒さんが毎年多く見受けられます。また、11 月には各中学校で私立の受験校が決定さ

れる三者面談が控えておりますので、受験校決定の参考にしていただけると思います。生徒さんのみならず保護

者様もご参加いただけます。 

－内容－ 

●学校案内配布 

●各校担当者による面談進学相談会 

●入試関係資料配布 

●総合進学相談（茨城統一テスト協議会） 

●進学フェア特別セミナー 

 ・「28 年度入試はこうなる」（NPO 法人茨統教育研究会 理事長 高杉俊介） 
 ※「28 年度入試はこうなる」につきましては、当 EXEの保護者会にご参加いただいている場合、内容が重複します。 

 
※詳しい案内を別途配布しております。当日は EXE講師陣が会場を案内しますので、おおよその来訪 

時刻を確認させていただいております。 

水戸会場：水戸三の丸ホテル 
9月 27日(日) 11：00 ～ 16：00 （入場無料・入退場自由） 

 

主催／NPO 法人親子進路応援センター 
共催／NPO 法人茨統教育研究会 
後援／茨城県・茨城県教育委員会・茨城県私学協会 
協賛／金原・NPO 法人フレンズインターナショナル 
運営協力／総進図書 
協力／茨城統一テスト協議会・声の教育社・大学通信・ 

日本私学通信社 

小 6生 / 中 3生 

小学生／中 1・2生   保護者面談のお知らせ        
9 月後半より、小学生／中学 1・2 年生の保護者面談を実施いたします。夏期講習

でのお子さんの様子や夏期確認テストの結果、及び、これからの学習の仕方等につい

てお話したいと思います。出来うる限り全員とご面談したいと考えておりますので、

是非お申し込みのほど、宜しくお願いします。 

詳しい日程等は、後日各校舎から申込み用紙を配布します。 
 

※ 中 3 生の保護者面談に関しては、各中学校の三者面談に合わせて 10 月後半から

を予定しております。期日が迫りましたら、再度ご案内いたします。 

H26 

H27 

平均点 290.0 点 

平均点 55.2 点 

平均点 55.4 点 

平均点 69.9 点 

平均点 53.4 点 

平均点 56.1 点 

何をヤルかではなく、どうヤルか。 入試の得点分布から探る! 
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2学期 START! 

休講日 

土曜特講 県立・私立入試対策講座 start! 

休講日 

休講日 ※ 

2015進学フェア（中 3生）/休講日 

休講日 

休講日 

中３ 土曜特別講座 県立・私立入試対策講座 
中 3生はいよいよ本格的受験シーズンである 2学期を迎え、余すところ県立高校受験まで 6ヶ月・私立高校入試

までは 4ヶ月と少しとなりました。 

夏までは基本・基礎を中心に知識の整理・補填を行ってきましたが、2学期は実際の入試問題を使い、今まで得た

知識をどのように活用していくのかに努めなければなりません。しかし、まだ中 3生は 2学期の学習内容が残って

おり、特に英語・数学では中学で習う内容の中では一番難しいとされる「関係代名詞」や「関数・図形」という単元

が 2学期に当てられ、すぐに通常授業で入試対策とはいきません。 

そこで、この講座では英・数・国の主要三科に絞り、実際の入試問題を出題形式別にあたっていき、知識を整理・

補填し解法を身につけていきます。学校のワークでは計り知れない入試の正体を知り、現在の学習を入試に対応でき

るレベルへと高めていきます。 

 詳しくは、各校舎より申込用紙を配布いたします。日程等をご確認の上、お早めにお申し込みください。 

（※定員になり次第、締め切らせていただきます） 

 

 
◎受講期間 9月 12日（土）～12月 12 日（土）【左記期間内全 10回】   

※学校行事等で、予定が変更となる場合があります。 

◎時間   12：30 ～ 15：30 （90分、２コマ） 

◎教科   英語・数学・国語 （入試出題形式別演習） 

◎受講料   21,600 円 ※教材費・消費税込 （塾外生の方は、32,400 円です。） 

※定員になり次第、締め切らせていただきます。 

 
 
 
 
 
 

9月 2日（水）より、２学期の授業を開講します。 

夏期講習の最終日実施の確認テストの結果に基づいて、クラス分けを行ないます。 

 

中 3生は 9月よりウィンタータイムで授業を 

実施いたします。授業開始時間は、 

【 19:00 ～ 22:00 】 

に変更となり、1 コマあたりの授業時間は 90 分となり、

入試に向けて臨戦態勢となります。特に数学は週 3 時間

となり演習時間を含め十分な時間を確保しています。 

（※ 授業時間は長くなりますが、授業料はそのままです） 
 
 
 
 

※ 一部、校舎・学年によって授業開始日が異なる場合があります。ご注意ください。 

学年（教科） 2学期開講日 授業時間

小5・6 9/3 (木) or 9/4 (金) 17：00 ～ 18：50

中1（国数英） 9/3 (木) 19：30 ～ 21：30

中2（国数英） 9/3 (木) 20：00 ～ 22：00

中1・2（社理） 9/5 (土) 19：00 ～ 21：45

中3 9/2 (水) 19：00 ～ 22：00

[ 2学期開講日 ]

※ 9/23 (水) は中 3生のみ授業を行います。 

【時間 13:00 ～ 16:00】 

 
＊編集後記＊ 何事にも「正解」を言わないと気が済

まない人種が存在していて、時々イラッとさせられる。

この場合の「正解」は「正論」とはちょっと意味が違う。

兎に角、一般論的には「正解」なのだろうが、何の解決

にもならない、そんな言葉を吐いて満足している。その

「正解」が自分を不幸に陥れていることには気が付かな

いようなだが… 

編集 臥居猫 

Summer’s almost gone. 

時間を止めることは不可能でも、努力することは可能である。 

「キッズくらぶ」は各校舎に 

お問い合わせください。 

＜2学期開講日のお知らせ＞ 




